


平成26年第４回定例会の概要

黒 石 市 議 会 だ よ り 平成27年３月１日（2）

平成26年第４回定例会は、11月27日から12月９日までの13日間にわたって開かれ、市長提出の１報告・

31議案、議員提出の２議案を、慎重な審議の上、いずれも原案どおり承認・可決・同意いたしました。

また陳情１件を総務教育常任委員長の報告のとおり一部採択としました。
各議案の議決結果と各会派の賛否は次ページをご覧ください。

議案第160号 弘前圏域定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する
協定の締結に対する討論

この議案は弘前市と黒石市が相互に役割を分担して連携を図り、共同し、又は補完し合う政策分野、
取組の内容及び役割分担に次の項目を加えるものです。

・大石武学流庭園の調査、普及及び活用
・重要伝統的建造物群保存地区における修理修景等事業及び活用事業の推進
・使用済小型家電リサイクルの促進 ・消費生活相談体制の広域的対応

協定の中身、またこれまでを見ても弘前
市主導でいろいろな問題があり、弘前に振
り回されてしまうのではないかと危惧して
いる。
もっと別なやり方があるのではないか。

反対討論
弘前を中心にしながら各市町村で力を合

わせ、良い方向に向かうものである。
観光、住民サービスが盛り込まれている。
専門家が必要な分野では、連携して活用

するべき。

賛成討論

賛成多数により原案可決

議員提出議案第７号 西十和田トンネル(仮称)の早期建設を求める意見書

議員提出議案第８号 津軽広域水道企業団との受水契約の見直しを求める意見書

本議案は平成25年第４回定例会でも提出されたものであり、前回同様、反対、賛成の討論が
ありました。

賛成多数により原案可決

本議案は平成25年第４回定例会でも提出されたものであります。

全会一致により原案可決

陳情第１号 市立黒石幼稚園の来年度入園児募集停止と閉園に反対する陳情
黒石幼稚園の存続を願う会より提出された「市立黒石幼稚園の来年度入園児募集停止と閉園」

を一度白紙に戻した上で存続について再検討していただきたい旨の陳情は、総務教育常任委員
会に付託となり、委員長報告は、来年度入園児募集停止に反対については採択、閉園に反対に
ついては不採択との一部採択としました。
それに対し、反対、賛成の討論がありました。

委員長報告に対し、賛成多数で一部採択



第４回定例会の議決結果と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）

黒 石 市 議 会 だ よ り（3）平成27年３月１日

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
ク ラ ブ

黒 石 市 民
ク ラ ブ

日 本
共 産 党 議 決 結 果

報告第30号 平成26年度黒石市一般会計補正予算（第８号）に
ついて ○ ○ ○ 承 認

議案第135号 黒石市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第136号 黒石市特別職の職員の給料等に関する条例の一部
を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第137号 黒石市教育委員会教育長の給与等に関する条例の
一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第138号 黒石市国民健康保険黒石病院事業管理者の給与及び旅費
に関する条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第139号 黒石市一般職職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第140号 平成26年度黒石市一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第141号 平成26年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第142号 平成26年度黒石市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第143号 平成26年度黒石市介護保険特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第144号 平成26年度黒石市簡易水道特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第145号 平成26年度黒石市水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ 原案可決
議案第146号 黒石市景観づくり条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第147号 黒石市児童デイサービスセンター条例の一部を
改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第148号
から

議案第156号

黒石市農村環境改善センター、黒石市立中郷公民館
及び黒石市北地区小体育館、黒石市立山形公民館、
黒石市立浅瀬石公民館、黒石市立東公民館、黒石市
立中部公民館、黒石市立牡丹平公民館、黒石市立上
十川公民館、黒石市西部地区センターの指定管理者
の指定について

○ ○ ○ 原案可決

議案第157号 黒石地区清掃施設組合規約の一部変更について ○ ○ ○ 原案可決
議案第158号 津軽広域連合規約の一部変更について ○ ○ ○ 原案可決

議案第159号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の
増加及び青森県市町村総合事務組合規約の変更について ○ ○ ○ 原案可決

議案第160号 弘前圏域定住自立圏の形成に関する協定の一部を
変更する協定の締結について ○ ○ ● 原案可決

(起立多数)
議案第161号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ 同 意
議案第162号 平成26年度黒石市一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第163号 平成26年度黒石市介護保険特別会計補正予算
（第３号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第164号 平成26年度黒石市水道事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第165号 黒石市国民健康保険条例の一部を改正する条例
制定について ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第７号

西十和田トンネル(仮称)の早期建設を求める意見
書の提出について ○ ○ ● 原案可決

(起立多数)
議員提出議案
第８号

津軽広域水道企業団との受水契約の見直しを求め
る意見書の提出について ○ ○ ○ 原案可決

陳情第１号 市立黒石幼稚園の来年度入園児募集停止と閉園に
反対する陳情 ○ ○ ● 一部採択

(起立多数)
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問

26
年
産
米
の
価
格
下
落
対
策
に
つ
い
て
。
概
算
金

と
し
て
過
去
最
低
水
準
ま
で
下
落
し
、
来
年
度
か
ら
の

耕
作
意
欲
の
減
退
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
と
い
っ
た
事

態
が
心
配
さ
れ
る
が
、
黒
石
市
と
し
て
の
対
応
を
ど
う

考
え
る
か
。

答

稲
作
農
家
の
生
産
意
欲
が
減
退
と
な
ら
な
い
よ
う
、

年
度
内
に
種
子
購
入
費
、
ナ
ラ
シ
対
策
積
立
金
や
改
良
区

負
担
金
の
一
部
助
成
等
、
他
自
治
体
の
支
援
策
や
財
源
確

保
を
考
慮
し
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
ま
す
。

問

「
３
・
４
・
７
黒
石
環
状
線
」
に
つ
い
て
。
八
甲
の

黒
石
ガ
ス
東
側
交
差
点
か
ら
り
ん
ご
研
究
所
西
側
ま
で

の
工
区
に
13
億
円
と
い
う
巨
費
を
投
じ
て
整
備
す
る
わ

け
で
、
私
と
し
て
は
、
そ
の
先
り
ん
ご
研
究
所
か
ら
浅
瀬

石
に
ぬ
け
る
県
道
整
備
部
分
も
整
備
意
義
と
し
て
セ
ッ

ト
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
県
へ
の
要
望
を
見
る
と
、

働
き
か
け
や
表
現
方
法
が
全
く
弱
い
。
も
っ
と
強
く
要

望
、
迫
る
べ
き
で
は
。

答

津
軽
南
市
町
村
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
継
続
し
て

要
望
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
地
の
状
況
や
市
の
強
い
意

向
を
更
に
伝
え
る
た
め
、
表
現
方
法
を
精
査
し
、
様
々
な

場
面
で
、
市
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
早
期
整
備

を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
訴
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
の
特
典
導
入
に
つ
い
て
。
地
方
創

生
の
一
助
と
し
て
、
政
府
に
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡

充
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
当
市
も
特
典
を
導
入
し
て
、

自
前
の
収
入
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

答

市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
憂
い
て
寄
附
し
て
く
だ

さ
る
厚
意
に
物
品
で
返
礼
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
現
在
、
寄
附
金
の
使
途
を
明
確
に
す
る
な
ど
の
方

策
を
と
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
典
が
な
く
と
も
寄
附
し

た
く
な
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
検
討
し
、
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

市
庁
舎
の
新
築
に
つ
い
て
。
耐
震
調
査
の
結
果
危

険
な
建
物
と
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る

の
か
。
新
築
す
る
と
な
る
と
、
ど
の
よ
う
な
規
模
と
額

に
な
る
の
か
。

答

診
断
結
果
に
よ
り
耐
震
補
強
工
事
な
の
か
改
築
工

事
か
の
判
断
に
な
り
ま
す
。
新
築
に
係
る
事
業
費
は
ま

だ
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
近
隣
の
例
と
し
て
五
所
川

原
市
は
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
に
よ
り
ま
す
と
約
50
億

円
の
事
業
費
を
見
込
ん
で
お
り
、
平
川
市
は
21
億
円
以

上
の
事
業
費
を
見
込
ん
で
、
検
討
に
入
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

問

姉
妹
都
市
永
川
市
・
宮
古
市
に
つ
い
て
。
両
市

と
の
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答

韓
国
永
川
市
と
は
、
当
面
、
高
校
生
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
相
互
派
遣
を
軸
に
交
流
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
市
職
員
の
派
遣
交
流
に
つ
い
て
は
永

川
市
か
ら
の
受
け
入
れ
は
可
能
で
す
が
、
黒
石
市
か
ら

の
派
遣
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宮
古
市
と
は
平

成
28
年
度
に
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、

１
つ
の
契
機
と
し
て
記
念
事
業
を
両
市
で
企
画
す
る
中

で
新
た
な
展
開
が
生
ま
れ
て
く
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

問

中
野
も
み
じ
山
に
つ
い
て
。
大
勢
の
観
光
客
に
対

応
す
る
た
め
、
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
本
年
初
の
試
み
で
あ
っ
た
も
み
じ
山
で

の
よ
さ
こ
い
演
舞
だ
が
、
来
年
も
考
え
て
い
る
か
。

答

ト
イ
レ
の
増
設
や
老
朽
箇
所
対
応
は
現
場
を
確

認
し
優
先
順
位
を
含
め
て
精
査
し
、
改
善
を
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
さ
こ
い
演
舞
な
ど
の
催
し
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
来
年
に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

黒
石

く
ろ
い
し

ナ
ナ
子

な
な
こ

議
員

（
一
括
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

中
田

な
か
た

博
文

ひ
ろ
ふ
み

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

く
ど
う

和
行

か
ず
ゆ
き

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）
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自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

今
井

い
ま
い

敬た
か
し

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

く
ど
う

俊
広

と
し
ひ
ろ

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
久
保

お
お
く
ぼ

朝
泰

と
も
や
す

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

問

黒
石
幼
稚
園
の
来
年
度
入
園
児
募
集
停
止
と

平
成
28
年
度
閉
園
と
い
う
決
定
に
際
し
、
保
護
者
へ

の
事
前
の
説
明
や
協
議
も
な
く
保
護
者
か
ら
反
対
や

不
信
感
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
方
針
に
変
わ
り
は
な

い
か
。

答

平
成
17
年
度
に
廃
園
や
民
間
移
譲
が
検
討
さ
れ
、

21
年
度
に
「
５
年
を
め
ど
に
再
度
協
議
す
る
」
と
決
定
し

ま
し
た
が
、
26
年
４
月
入
園
の
３
歳
児
が
わ
ず
か
２
人

で
し
た
。
同
園
の
将
来
的
な
運
営
を
教
育
的
視
点
や
財

政
的
視
点
等
か
ら
総
合
的
に
勘
案
し
、
苦
渋
の
決
断
を

し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
方
針
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
保
護
者
の
皆
様
へ
の
事
前
の
説
明
不
足
は
否
め

ず
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

問

市
長
公
約
の
「
雪
の
な
い
街
づ
く
り
」
の
中
身
は
。

ま
た
、
当
市
は
ア
メ
ダ
ス
に
よ
る
雪
観
測
が
行
わ
れ
て

い
な
い
が
、
強
く
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

答

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
を
採
用
し
、
流
・

融
雪
溝
や
除
雪
機
を
利
用
し
て
歩
行
空
間
を
確
保
す
る

な
ど
の
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
街
づ
く
り
と
、
除
排
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
今
以
上
の
仕
組
み
作
り
を
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
ア
メ
ダ
ス
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
国
や
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

●
地
方
創
生
に
つ
い
て
。

問

当
市
の
問
題
点
は
何
か
。

答

人
口
減
少
、
少
子
化
、
高
齢
化
が
深
刻
な
問
題
で

あ
り
、
中
で
も
20
歳
か
ら
24
歳
ま
で
の
人
口
流
出
が
28
・

３
％
と
高
く
、
就
職
、
進
学
に
伴
う
若
い
世
代
の
移
動
が

要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
若
者
の
雇
用
対
策
が
重
要
で

あ
り
、
大
都
市
圏
か
ら
の
受
け
入
れ
対
策
を
講
じ
る
施

策
も
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
主
財
源
の
確
保
も
重

要
な
課
題
で
、
６
次
産
業
化
の
研
究
、
農
産
物
の
販
売
戦

略
を
国
の
施
策
と
ど
う
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
か
全

庁
挙
げ
て
の
取
り
組
み
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

取
り
組
み
強
化
の
体
制
づ
く
り
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

答

施
策
提
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
黒
石
の
夢
を
語
っ
て
も
ら
い
５
年
後
、
10
年
後

の
黒
石
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
今
後
の
施
策
立
案

の
チ
ー
ム
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
市
職
員
、

議
会
、
市
民
、
専
門
家
、
国
な
ど
あ
ら
ゆ
る
地
方
創
生
の

知
恵
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
ピ
ロ
リ
菌
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
。

問

年
齢
制
限
、
自
己
負
担
を
求
め
る
形
に
す
れ
ば
大

き
な
財
政
負
担
に
な
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

現
在
検
討
中
で
す
。

問

黒
石
ね
ぷ
た
祭
り
は
合
同
運
行
60
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
が
、
市
と
し
て
の
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

答

来
年
、
伝
統
あ
る
黒
石
ね
ぷ
た
祭
り
は
合
同
運
行

60
周
年
を
迎
え
る
と
同
時
に
、
黒
石
青
年
会
議
所
も
創

立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
さ
に
、
ね
ぷ
た
運
行
の
歴

史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
合
同
運
行
60
周
年
に
つ
い
て
の
市
の
対
応
は
、

ま
ず
主
催
者
で
あ
る
青
年
会
議
所
の
意
思
を
尊
重
し
、

要
請
が
あ
れ
ば
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

交
通
安
全
に
つ
い
て
。
危
険
箇
所
へ
の
対
応
と
、

カ
ラ
ー
舗
装
の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答

危
険
箇
所
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
市
で
は
平
成
25

年
度
路
肩
改
良
工
事
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
箇
所
の
新
設

や
26
箇
所
の
修
繕
を
実
施
し
、
注
意
喚
起
看
板
を
３
箇

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
信
号
機
や
横
断
歩
道
、
道
路

標
識
な
ど
の
設
置
は
、
黒
石
警

察
署
へ
要
望
申
請
し
て
い
ま

す
。
危
険
箇
所
へ
の
カ
ラ
ー

舗
装
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
安

全
対
策
上
の
費
用
対
効
果
等

も
踏
ま
え
な
が
ら
研
究
し
ま

す
。
ま
た
、
他
自
治
体
の
状
況

を
把
握
し
、
効
果
や
積
雪
対
応

も
考
慮
し
な
が
ら
研
究
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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問

黒
石
市
が
元
気
に
な
る
に
は
市
職
員
が
元
気
に
な

る
必
要
が
あ
る
。
職
員
給
与
の
削
減
は
い
つ
ま
で
続
け

る
の
か
。

答

職
員
の
給
料
削
減
に
つ
い
て
は
各
年
度
の
財
政
状

況
を
勘
案
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
現
段
階
で
は

い
つ
ま
で
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

問

市
本
庁
に
お
け
る
女
性
管
理
職
登
用
の
取
り
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
、
本
庁
に
お
け
る
管
理

職
の
女
性
登
用
率
は
18
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近

年
新
採
用
職
員
に
お
け
る
女
性
が
占
め
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
伴
っ
て
管
理
職
の
女

性
登
用
率
も
増
加
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

問

農
林
商
工
部
を
農
林
分
野
と
商
工
分
野
に
分
離
す

る
構
想
な
ど
の
行
政
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て
市
長
の

考
え
は
。

答

課
題
が
山
積
し
て
い
る
現
状
を
考
慮
し
た
結

果
、
農
林
商
工
部
の
分
離
も
含
め
、
現
在
市
が
抱
え
て

い
る
課
題
の
洗
い
出
し
や
方
向
性
を
見
い
だ
す
こ
と

が
先
決
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
各
分

野
を
横
断
し
て
総
合
的
に
政
策
・
企
画
立
案
を
推
進

し
て
い
く
部
署
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
現

在
検
討
中
で
す
。

問

黒
石
病
院
の
医
師
体
制
と
診
療
科
に
つ
い
て
。

小
児
科
の
常
勤
医
師
は
退
職
し
ま
す
が
、
常
勤
医
師

の
確
保
が
で
き
な
い
と
小
児
科
の
入
院
は
な
く
な
る
し
、

そ
の
影
響
で
産
科
の
入
院
も
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

脳
神
経
外
科
も
２
人
か
ら
１
人
体
制
に
な
り
、
入
院
患

者
の
対
処
に
制
限
が
出
て
い
る
。
医
師
を
確
保
し
、
小

児
科
・
産
科
の
入
院
を
継
続
す
る
な
ど
、
市
民
の
命
と
健

康
を
守
る
べ
き
で
は
。

答

医
師
の
確
保
は
地
域
医
療
の
根
幹
を
な
す
重
要
な

も
の
で
あ
り
、
現
在
の
診
療
科

の
維
持
を
継
続
す
る
た
め
に

も
、
今
後
も
常
勤
医
師
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
現
在
は
弘
前
大
学
医
学
部

か
ら
全
面
的
な
御
支
援
を
い
た

だ
き
、
診
療
機
能
を
維
持
し
て

お
り
ま
す
。

問

米
価
暴
落
な
ど
で
農
家
は
減
収
に
な
る
。
融
資
を

受
け
な
い
と
年
を
越
せ
な
い
状
況
に
も
な
っ
て
い
る
。

種
子
購
入
費
助
成
だ
け
で
な
く
、
一
俵
あ
た
り
の
補
て

ん
な
ど
支
援
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答

市
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
米
概
算
金
の
下
落
が

稲
作
農
家
の
生
産
意
欲
減
退
と
な
ら
な
い
よ
う
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
ま
す
。

問

黒
石
の
里
山
で
近
年
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
は
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
可
能
性
と
、
観
光
に
結

び
つ
く
可
能
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

こ
け
し
駅
伝
、
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
恵
ま
れ
た
自
然
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

専
門
的
知
識
の
あ
る
方
々
か
ら
情
報
を
収
集
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
有
効
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

問

児
童
生
徒
や
若
者
の
海
外
研
修
な
ど
の
人
材
育
成

の
取
り
組
み
は
。
国
の
外
郭
団
体
の
海
外
研
修
に
補
助

し
て
は
ど
う
か
。

答

永
川
市
と
の
高
校
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
は

19
年
度
24
年
度
は
受
け
入
れ
、
23
年
度
25
年
度
は
派
遣

し
ま
し
た
。
次
回
は
来
年
度
受
け
入
れ
を
実
施
し
た

い
考
え
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
チ
ズ
ム
校
と
の

中
高
生
の
交
流
は
平
成
６
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
休
止
し
て
い
ま
す
。
海
外
派
遣
団

の
受
け
入
れ
事
業
に
つ
い
て
は
、
交
流
相
手
の
意
向
、

あ
る
い
は
市
の
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

国
際
青
少
年
研
修
協
会
の
海
外
派
遣
事
業
等
に
助
成

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

山
田

や
ま
だ

鉱
一

こ
う
い
ち

議
員

（
一
括
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
溝

お
お
み
ぞ

雅
昭

ま
さ
あ
き

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

日
本
共
産
党

工
藤

く
ど
う

禎
子

て
い
こ

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）
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【「健康づくりサポーターの特定健診の受診率向上」について（読谷村）】
【「健康づくり推進員」について（西原町、南風原町）】
【「北丘ハイツでの小地域福祉ネットワークの取り組み」について（南風原町）】
読谷村の健康づくりサポーターの活動は、未健診者への家庭訪問や健康づくりに関

する啓発活動・健診等への協力です。黒石市でも受診率向上のために現状を分析し優
れた事業は取り入れるべきと思いました。
西原町は食生活改善推進員及び健康づくり推進員の取り組みを重視し、10年かけて

100人の食生活改善推進員を確保しています。黒石市としても、目的とやりがいを明確
にして増やしていく必要性を感じました。
南風原町の社会福祉協議会は、小地域福祉ネットワーク事業に

取り組んでいます。気になる世帯の見守りで健康づくりの場とし
て身近な地域の受け皿となっています。黒石市も社会福祉協議会
ともっと連携を強めた取り組みが必要だと考えさせられました。

【「キラリかがやけ玉名づくり応援事業補助金」について（玉名市）】
【「伝統的建造物群」「ピロリ菌検査」について（嬉野市）】
【「いとしま共創プラン」について（糸島市）】
玉名市、糸島市の学校区によるまちづくりは、自主的な活動を行うために、地域で長

期計画を立てる事から始まります。それに基づいた事業を行い、市は職員等のサポー
トとハード・ソフトに補助金を出します。黒石市も地区協議会の活動に地域の計画が
必要であり、それに行政のサポ－トがなければ自主的な活動は難しいと感じました。

嬉野市のピロリ菌感染検査は24年度30歳限定で５千円の
補助を開始し、受診者数は31名、翌25年度は30歳～49歳に
拡大し48名。26年度は集団検診に血液検査として導入。年
間25万円位で胃がん対策に効果が有る事業です。伝建群保
存地区は街並み交流集会所が整備されています。電線は建
物の裏に配線しており、参考になりました。

【「低コストの下水処理施設」について（益城町）】
【「住民自治によるまちづくり」について（八代市）】
【「自治会の法人化」について（指宿市）】
益城町では曲管を使用しマンホール数を減らす、連続伏越

による自然流下で圧送箇所をなくす等、従来工法に比べ下水
処理施設の大幅なコスト減を達成。黒石市としても下水道の
延伸に参考になるものと思われます。
八代市では住民自治について視察。黒石市では今後、適正配置という問題を控え、

また住民自治を拡充して行きたいとする市長の考えもあり、特に住民の参加状況や問
題点を重視して視察。地区への予算配分等、当市にとって参考になる部分が大いにあ
ると思われます。
指宿市として、町内会の法人化を推奨している状況を視察。黒石市としても町内会

等、資産を持つ地縁団体の諸問題への対策に役立つのではと思われます。

【「宮古島市立学校適正化」について（宮古島市）】
【「糸満市風景づくり計画」について（糸満市）】
宮古島市の市立学校適正化については、地域懇談会での意見や各地区からの要請・要望・
アンケート調査の結果を尊重していました。当市においても参考になると思われます。
糸満市では、「ひかり」「みどり」「いのり」をつなぐ風景づくりを理念とし、「糸満人の誇
りを持とう」を合い言葉としていました。地元を愛する気持ちは、日本どこへ行っても同
じであると改めて触れました。
宮古島市では下地市長を表敬訪問し、市長は「青森県には
行ったことがない。寒い冬にぜひ１度訪れたい。」と述べ、
私たちも「何か共通の物があれば、これから姉妹都市も視野
に入れての交流を検討できないか。」と打診した。下地市長
は「何もなくても人的交流から始めて発展させるというやり
方もある。」と、非常に意義ある訪問でした。

●行政視察報告

日本共産党
（工藤 禎子）

視 察 先
沖縄県読谷村
沖縄県西原町
沖縄県南風原町

（Ｈ26年11月
４日～７日）

●行政視察報告
自民・公明クラブ
村上隆昭・工藤俊広
北山一衛・大溝雅昭
大久保朝泰・中田博文
今井 敬・黒石ナナ子
視 察 先
熊本県玉名市
佐賀県嬉野市
福岡県糸島市
（Ｈ26年11月

10日～13日）

●行政視察報告

自民・公明クラブ
(村上啓二・工藤和行)

視 察 先
熊本県益城町
熊本県八代市
鹿児島県指宿市
（Ｈ26年11月

17日～20日）

●行政視察報告

黒石市民クラブ
佐々木隆・山田鉱一
後藤秀憲・福士幸雄
工藤和子

視 察 先
沖縄県宮古島市
沖縄県糸満市

（Ｈ27年１月
19日～22日）

( )

(

(
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編
集
後
記

「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
」
と

昔
の
人
は
言
い
ま
し
た
。
こ
の
寒
い

時
期
の
先
に
は
、
ま
た
春
が
巡
っ
て

き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
市
民
の
皆
様
、

身
体
に
気
を
つ
け
て
風
邪
を
引
か
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

さ
て
、
議
会
だ
よ
り
も
第
８
号
を

発
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
編
集
委
員

６
名
で
、毎
回
、毎
回
、議
論
を
連
ね
、

市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の
愛
読

紙
と
な
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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「議会基本条例について 最終回 」
今回は条例の第６章、第12条から最後までの内容を説明します。
第６章は、議会機能の充実について、第12条から第17条まで定めています。
第12条には、委員会の特性を活かして行政課題に適切かつ迅速に対応するとともに市民に分か

りやすい議論を行うことを定めています。第13条には、議員の研修及び各分野の専門家、市民等
との研修会による専門的知識の習得を図ることを定めています。第14条には、市民に開かれた議
会として、議会活動の内容について議会広報を通じて公表するとともに、市民が議会と市政に関
心を持つよう努めることを定めています。第15条には、議会事務局の調査及び法務機能を充実さ
せることにより、議員の職務に対する事務局の補佐能力を向上させることを定めています。第16
条には、議員の調査研究に資するため、議会図書等の充実について定めています。第17条には、
議会が機能を保持し、円滑な議会運営により市民の負託に応えるための予算確保について定めて
います。
第７章は、議員の政治倫理、定数及び待遇について、第18条から第20条まで定めています。
第18条には、議員は市民の代表者としての自覚と良識を持ち、自らの明確な政治倫理基準に基

づき、誇りと強い意志を持って市政を担い、常に説明責任を果たしていかなければならないこと
を定めています。第19条には、議員定数は条例で定めることとされています。定数改正に当って
は、地方分権時代における議会の果たす役割を慎重に考慮して定めることと、条例改正議案は原
則的に委員会又は議員が提出することを定めています。第20条には、議員報酬は条例で定め、改
正に当っては委員会又は議員が明確な改正理由を付して提案できることを定めています。
第８章は、最高規範性及び見直し手続について、第21条22条で定めています。
第21条には、この条例が黒石市議会の諸規定の中で最も上に位置するものであって、議会に関

するほかの規定については、この条例との整合性を図ることについて定めています。第22条には、
この条例に定める目的が達成されているかの検証と見直しその他必要な措置を議会一般選挙ごと
に講ずることを定めています。

黒
石
市
議
会

第
６
回
「
議
会
報
告
会
」

平
成
26
年
12
月
19
日
午
後
２
時
か
ら
ス
ポ
カ
ル

イ
ン
黒
石
に
お
い
て
６
回
目
を
迎
え
た
議
会
報
告

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
報
告
会

は
、
議
員
に
と
っ
て
は
、
任
期
中
最
後
の
報
告
会
と

な
り
ま
す
。

は
じ
め
に
26
年
度
の
決
算
報
告
と
、
除
雪
対
策
、

幼
稚
園
問
題
、
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
と
上
水
道
料
金

の
値
下
げ
を
求
め
る
議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
の

報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
質
疑
に
入
り
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
率
直
な
意
見
を
聞
か
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

ま
ず
農
業
問
題
に
関
す
る
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

農
薬
の
高
騰
、
中
山
間
地
な
ど
の
基
盤
整
備
問
題
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
の

訴
え
が
あ
り
、
議
会
の
取
り
組
む
べ
き
こ
と
、
農
協

が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
、
自
己
責
任
の
問
題
を
そ
れ

ぞ
れ
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
答
弁
し
ま
し
た
。

次
に
幼
稚
園
の
閉
園
に
対
す
る
内
容
の
確
認
が

あ
り
、
園
児
募
集
の
延
長
と
、
在
園
児
の
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
質
問
者
の
方
に

は
概
ね
納
得
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
の
地
域
ご
と
に
よ

る
意
見
も
お
聞
き
い
た
し
ま
し
た
。
小
中
一
貫
、
連

携
の
モ
デ
ル
地
区
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
や
、

少
人
数
学
級
解
消
の
為
に
全
地
域
一
体
で
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
等
の
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

今
回
は
研
修
目
的
で

鰺
ヶ
沢
町
の
議
員
さ
ん

も
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

が
議
会
に
対
し
て
の
関

心
を
持
っ
て
頂
け
る
様
、

努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。


